




































































                                                     
1 当時の文覚譚受容については、先行研究として鈴木啓子「芥川龍之介『袈裟と盛遠』の時代的位
相」（『宇都宮大学教育学部紀要』第４５号、１９９５年３月）がある。 






































































                                                     
2 『白表・女学雑誌』第３２８号、１８９２年９月、１４頁。 


































                                                     
3 同前、９頁。 

































                                                     
4 『文学界』第４号、１８９３年４月、１-９頁。 
































                                                     
5 『文学界』第７号、１８９３年７月、１7-２１頁。 
6 高田知波「「某の上人がためしにも同じく」―一葉『軒もる月』を読む」（『論集樋口一葉』 第 2
巻、1998 年 10 月、おうふう）など。 

































                                                     
7 『樋口一葉全集 第１巻』（筑摩書房、１９７４年）、４８３頁。 
笠間はるな  『文学界』と文覚上人発心譚 
135 
おわりに 
以上のように文覚・袈裟説話および『文学界』同人の文覚・袈裟論を大胆に
読み替えた「軒もる月」は、女性作家としての一葉が『文学界』をはじめとする同
時代文学を積極的に受容し自己の文学へと昇華していった具体的な様相を示
している。従来の評価では、一葉は『文学界』の思想の形而上的理想主義を十
分に摂取しなかったとされてきた。たしかに一葉は透谷や他の『文学界』同人の
思想をそのままに摂取するということはしなかったが、文覚発心譚を巡る一連
の議論を袖という明治の実社会に生きる女性の上にうつしてみせたように、
『文学界』は一葉にとって現実の人間の生を眼差すうえでの重要な物差しとし
てあったといえるだろう。『文学界』同人たちの視点に女性作家としての一葉の
目を重ねたときに新たに見いだされた文学的関心や批判意識が、一葉のテク
ストには多様に潜在しているのである。 
そしてまたそれは、『文学界』同人のそれぞれの文学的営為についても同様
に指摘できるだろう。『文学界』は、いくつかの文学的関心を共有しながら、一
方で同人それぞれの立脚点に即してそれを様々な形で差異化する、テクスト間
の動的な関係性の総体として、新たに捉え直される必要がある。『文学界』はそ
の文学史的な知名度に反して個別具体的なテクスト分析が十分になされてき
たとは言い難い。しかし、本報告で一例を示したように、その個々のテクストは、
雑誌内外のさまざまなテクストが複雑に交通しあっていた当時の文学空間の
動態を垣間見せているのであり、検討の余地が多分に残されているといえよう。
複数の思想・言説・テクストが交通する雑誌メディアとしての『文学界』の在り方
を明らかにすることは、同人たち個々の文学の在り方を明らかにするのみにと
どまらず、明治期の文学の多様性や重層性を照らし出す有効な視座となると見
通されるのである。
